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琉
球
王
国
の
歴
史
的
事
実
と
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
、
沖
縄
で
は
各
種
選
挙
で
示
さ
れ
た
民
意
を
無
視
し
て
、
ウ
チ
ナ
ー
と
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
に
対
す
る
国
家
権
力
を
総
動
員

し
た
国
策
の
犠
牲
強
要
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
辺
野
古
へ
の
巨
大
な
新
基
地
建
設
強
行
と
東
村
高
江
に
お
け
る
米
軍
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
強
行
が
、
そ
の
象
徴
的
事
例
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

わ
が
国
の
近
現
代
史
の
中
で
、
常
に
沖
縄
は
国
策
に
翻
弄
さ
れ
、
そ
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

だ
が
、
ウ
チ
ナ
ー
と
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
は
、
受
忍
限
度
を
は
る
か
に
超
え
た
犠
牲
と
負
担
の
強
要
を
拒
否
し
、
自
ら
の
尊
厳

と
自
己
決
定
権
の
回
復
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
た
。

日
本
政
府
か
ら
の
「
構
造
的
沖
縄
差
別
」
の
強
要
に
抗
い
、
自
決
と
自
立
を
求
め
る
動
き
（
闘
い
）
は
、
も
は
や
強
大
な
国

家
意
思
と
国
家
権
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
主
権
国
家
、
独
立
国
家
で
あ

る
琉
球
王
国
の
末
裔
た
る
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
誇
り
と
尊
厳
が
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
、
の
だ
と
信
ず
る
。

一
八
五
四
年
七
月
十
一
日
、
琉
球
王
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
米
国
と
い
う
）
と
の
間
に
琉
米
修
好
条
約
が
締
結
さ

れ
た
。
同
条
約
締
結
か
ら
百
六
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
二
〇
一
四
年
五
月
一
日
か
ら
二
〇
一
五
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
琉

球
新
報
が
企
画
連
載
「
道
標
（
し
る
べ
）
求
め
て
」
を
百
回
に
わ
た
っ
て
報
じ
た
。
同
連
載
は
開
始
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
企
図

一



に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
琉
球
王
国
の
日
本
併
合
後
も
沖
縄
で
は
差
別
や
沖
縄
戦
、
米
国
統
治
、
米
軍
基
地
被
害
な
ど
住
民
の
命
や
人
権
、
民
意
が

侵
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
た
び
に
、
自
治
権
拡
大
や
自
立
論
、
独
立
論
な
ど
、
沖
縄
の
『
主
権
』
を
追
求

す
る
主
張
が
叫
ば
れ
て
き
た
。
沖
縄
が
目
指
す
べ
き
『
主
権
』
や
そ
の
実
現
へ
の
道
筋
を
考
え
る
上
で
、
条
約
を
め
ぐ
る
歴
史

か
ら
学
ぶ
教
訓
は
多
い
。
歴
史
は
今
の
沖
縄
に
何
を
語
り
掛
け
る
か
。
現
在
の
視
点
か
ら
歴
史
を
捉
え
直
し
、
沖
縄
が
歩
む
べ

き
将
来
像
を
探
る
」－

。

同
連
載
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
「
琉
球
処
分
」
（
琉
球
併
合
）
の
時
期
、
琉
球
王
国
が
国
際
法
主
体
と
し
て
の
主
権
国
家
、

独
立
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
、
膨
大
な
資
料
収
集
と
そ
の
分
析
・
解
明
、
国
際
法
学
者
を
は
じ
め
と

す
る
識
者
ら
の
見
解
な
ど
を
通
じ
、
論
を
展
開
し
て
い
る
。

琉
球
新
報
は
、
同
連
載
を
終
え
た
二
〇
一
五
年
二
月
十
七
日
付
社
説
で
概
略
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

「
明
治
政
府
の
『
琉
球
処
分
』
（
琉
球
併
合
）
が
国
際
法
違
反
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
」
「
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
て

よ
い
も
の
と
扱
い
、
政
府
が
一
方
的
に
強
制
で
き
る
対
象
と
み
な
す
現
在
の
沖
縄
問
題
の
源
流
、
そ
の
淵
源
が
琉
球
併
合
だ
」

「
歴
史
的
に
も
国
際
的
に
も
、
沖
縄
が
自
己
決
定
権
を
持
つ
の
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
」－

と
。

二



私
は
、
一
九
九
五
年
の
参
議
院
議
員
当
選
以
来
、
自
ら
の
政
治
信
念
を
「
ウ
チ
ナ
ー
の
未
来
は
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
決
め

る
！
」
と
定
め
、
国
会
内
外
で
活
動
し
て
き
た
。

私
の
政
治
信
念
は
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
自
己
決
定
権
回
復
の
主
張
や
「
道
標
（
し
る
べ
）
」
を
求
め
る
旅
と
も
重
な
る
、

と
信
ず
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

今
か
ら
五
百
八
十
六
年
前
の
一
四
二
九
年
、
尚
巴
志
が
琉
球
を
統
一
し
、
南
西
諸
島
に
琉
球
王
国
が
誕
生
し
た
。

琉
球
王
国
は
、
中
国
（
明
）
に
朝
貢
し
、
王
に
任
命
し
て
も
ら
う
冊
封
体
制
に
入
っ
た
が
、
一
六
〇
九
年
に
薩
摩
藩
の
侵

攻
を
受
け
、
日
本
国
の
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
。
同
時
に
、
中
国
（
明
）
と
の
朝
貢
関
係
も
継
続
し
た
。

一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
、
明
治
政
府
が
琉
球
王
国
を
解
体
し
、
沖
縄
県
を
設
置
す
る
「
琉
球
処
分
」
（
琉
球
併
合
）

の
断
行
を
も
っ
て
、
琉
球
王
国
と
中
国
と
の
臣
従
関
係
が
終
わ
っ
た
。

そ
の
過
程
の
中
で
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
、
明
治
政
府
は
琉
球
王
国
を
一
先
ず
琉
球
藩
と
し
、
外
務
省
の
管
轄
下

に
置
い
て
い
る
。

政
府
は
、
か
か
る
琉
球
王
国
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
認
識
す
る
立
場
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た

三



い
。
な
お
、
異
な
る
認
識
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

国
際
法
上
、
主
権
国
家
と
は
、
一
定
の
領
域
に
お
け
る
秩
序
を
も
た
ら
す
、
ま
た
は
秩
序
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
さ
れ

て
い
る
統
治
機
構
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
。

同
時
に
、
国
際
法
と
は
、
近
代
国
家
の
出
現
と
と
も
に
、
そ
の
相
互
関
係
を
規
律
す
る
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
た
統
一
的

法
秩
序
を
指
し
、
国
際
法
主
体
と
は
、
国
際
法
上
の
権
利
義
務
の
当
事
者
に
な
り
得
る
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
者
で
あ

る
、
と
理
解
す
る
。

政
府
は
、
一
八
七
九
年
の
「
琉
球
処
分
」
（
琉
球
併
合
）
の
時
期
、
琉
球
王
国
が
国
際
法
主
体
と
し
て
の
主
権
国
家
、
独

立
国
家
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
有
す
る
立
場
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
な
お
、
異
な
る
認
識
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
根
拠
を
示
し
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

一
八
五
四
年
に
は
琉
球
王
国
と
米
国
と
の
間
に
琉
米
修
好
条
約
、
一
八
五
五
年
に
は
琉
球
王
国
と
フ
ラ
ン
ス
帝
国
（
以

下
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
）
と
の
間
に
琉
仏
修
好
条
約
、
一
八
五
九
年
に
は
琉
球
王
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
間
に
琉
蘭
修
好

条
約
（
以
下
、
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
と
い
う
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
締
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
琉
米
、
琉
仏
、
琉

蘭
三
修
好
条
約
が
締
結
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
を
も
っ
て
、
琉
球
王
国
が
当
時
、
国
際
法
主
体
と
し
て
の
主
権
国
家
で
あ
っ
た

四



と
す
る
何
よ
り
の
証
左
だ
、
と
専
門
家
ら
は
主
張
し
、
私
も
同
様
に
考
え
る
。

政
府
は
、
こ
れ
ら
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
が
締
結
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
を
も
っ
て
、
当
時
の
琉
球
王
国
が
国
際

法
主
体
と
し
て
の
主
権
国
家
で
あ
っ
た
と
の
認
識
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
な
お
、
異
な
る
認
識
を
有
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

条
約
や
協
定
と
は
、
主
権
国
家
、
独
立
国
家
の
間
に
お
い
て
文
書
の
形
式
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
、
国
際
法
に
よ
っ
て
規
律

さ
れ
る
国
際
的
な
合
意
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
。

政
府
は
、
主
権
国
家
、
独
立
国
家
以
外
の
い
わ
ゆ
る
「
付
庸
国
」
や
「
従
属
国
」
も
条
約
や
協
定
を
締
結
す
る
主
体
と
な

り
得
る
と
考
え
る
か
、
そ
の
根
拠
と
併
せ
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
右
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
は
、
国
際
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
国
際
的
な
合
意
文
書
と
し
て
の
条
約
で

あ
る
と
の
認
識
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
な
お
、
異
な
る
認
識
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
政

府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

一
八
五
四
年
三
月
三
十
一
日
に
は
、
日
米
和
親
条
約
が
江
戸
幕
府
と
米
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
八
五
八
年

七
月
二
十
九
日
に
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約
が
江
戸
幕
府
と
米
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
。

五



政
府
は
、
日
米
和
親
条
約
及
び
日
米
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
た
当
時
の
江
戸
幕
府
は
、
国
際
法
主
体
の
主
権
国
家
で

あ
っ
た
と
認
識
す
る
立
場
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
な
お
、
異
な
る
認
識
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
場
合
、
右
二
条
約
が
締
結
さ
れ
た
当
時
の
琉
球
王
国
は
、
国
際
法
主
体
と
し
て
の
主
権
国
家
日
本
の
領
土
に

含
ま
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
と
は
関
係
な
い
「
他
国
」
、
あ
る
い
は
薩
摩
藩
の
「
付
庸
国
」
で
あ
っ
た
と
の
認
識

か
、
根
拠
を
示
し
た
上
で
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
は
、
一
八
七
四
年
五
月
に
明
治
政
府
が
琉
球
王
国
か
ら
没
収
し
て
以

降
、
現
在
ま
で
政
府
（
具
体
的
に
は
外
務
省
外
交
史
料
館
）
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
事
実
に
至
っ
た
歴
史

的
経
緯
を
説
明
し
た
上
で
、
政
府
が
保
管
し
続
け
る
正
当
性
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
私
は
、
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
を
沖
縄
県
公
文
書
館
に
移
管
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

琉
仏
修
好
条
約
の
フ
ラ
ン
ス
側
原
本
が
、
パ
リ
東
部
に
隣
接
す
る
ヴ
ァ
ン
セ
ヌ
市
の
海
軍
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
琉
球
新
報
の
企
画
連
載
「
道
標
（
し
る
べ
）
求
め
て
」
の
取
材
過
程
で
判
明
し
た
。

六



政
府
は
、
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
が
相
手
方
締
結
国
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て

調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

調
査
の
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
い
つ
、
い
か
な
る
方
法
で
調
査
を
し
た
の
か
、
調
査
結
果
の
報
告
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

調
査
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
調
査
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
に
関
し
、
明
治
政
府
は
一
八
七
二
年
九
月
二
十
八
日
の
太
政
官
布
告

で
「
三
条
約
（
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
）
は
外
務
省
が
管
轄
す
る
」
と
表
明
し
、
一
八
七
三
年
三
月
に
琉
球
王
国

に
対
し
て
右
三
条
約
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
提
出
を
命
じ
た
。
琉
球
王
国
は
、
一
年
二
カ
月
の
間
、
原
本
提
出
を
拒
ん
だ
も
の

の
、
一
八
七
四
年
五
月
に
は
や
む
な
く
提
出
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
か
か
る
三
条
約
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
認
識
す
る
立
場
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

な
お
、
異
な
る
歴
史
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
政
府
は
、
明
治
政
府
が
琉
球
王
国
に
発
し
た
右
太
政
官
布
告
が
国
際
法
上
、
正
当
か
つ
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
と

の
認
識
か
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七



九

従
来
、
政
府
（
外
務
省
）
は
、
琉
米
、
琉
仏
、
琉
蘭
三
修
好
条
約
に
つ
い
て
「
当
時
の
経
緯
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い

こ
と
も
あ
り
、
確
定
的
な
こ
と
を
述
べ
る
の
は
困
難
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
（
回
答
）
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
し
か
し
、
右
三

修
好
条
約
の
原
本
を
外
務
省
外
交
史
料
館
が
現
に
保
有
し
て
い
る
以
上
、
今
か
ら
で
も
そ
の
経
緯
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
報

告
書
を
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
、
当
時
の
外
務
省
條
約
局
が
編
集
し
た
「
舊
條
約
彙
纂
第
三
卷
（
朝
鮮
・
琉
球
）
」
（
以

下
、
「
条
約
集
」
と
い
う
）
に
琉
米
修
好
条
約
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
「
条
約
集
」
は
、
当
時
国
際
法
に
よ
っ
て
規
律
さ

れ
る
国
際
的
な
合
意
と
し
て
現
に
効
力
が
あ
る
条
約
、
あ
る
い
は
効
力
が
あ
っ
た
条
約
を
編
集
し
た
も
の
か
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
右
「
条
約
集
」
編
集
の
目
的
や
経
緯
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
調
査
の
事
実
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
し
、
い
か
な
る
調
査
結
果
を
得
た
の
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
調
査
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
調
査
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


